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※厚生労働省データより
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オゾン水機/ＢＴ-01ＵＶ式オゾン水濃度計標準装備/ＢＴ-07 ＆ ＢＴ-07ＰＳＡ

オゾン除染テントシステム
付属エアポンプで1分半で設営可能
オゾンガス連結エアダクト
エアポンプ送風

軽量でコンパクトなハンディータイプ
ＣＴ計+オゾンガス発生体の一体型
オペレーションイージー（全自動）
日常～災害時まで対応　備蓄調達管理が不要
隊員・精密機器、各種資機材、室内、何にでも使用可能
汚水などの後処理が不要

日本製　大阪府東大阪市にて全工程を製造

日本製　大阪府東大阪市にて全工程を製造

日本製 大阪府東大阪市にて
全工程を製造

ＣＴ計一体型オゾン発生器/ＢＴ-088



液相オゾン（オゾン水）の除染効果は気相（オゾンガス）の約１０倍の効果があり除染作業効率化が可能である。
特に、施設内の汚染源などを迅速に除染する場合に使用する

学名（ジプロモテトラフルオロエタン）　組成式　C2Br2F4

オゾン水は除染後の2次処理が不要であり
オゾン水による化学物質の除染を行った場合は
そのまま排水～下水への放流が可能

オゾン水は人体へ触れても無害であり安全である

オゾン水は除染後の2次処理が不要であり
オゾン水による化学物質の除染を行った場合は
そのまま排水～下水への放流が可能

オゾン水は人体へ触れても無害であり安全である

ハロン類は消火性に優れ、また人畜に安全な消火剤として各種の消火設備に利用されている。
ハロン類の別名に付けられた4桁の数字は、順に、炭素の数、フッ素の数、塩素の数、臭素の数を表す。
組成式から構造式を考えると、CF3CBr2FとCBrF2 CBrF2の二つの構造異性体が有り得るが化学的性質は大差が無い。
この物質は、C-Brの結合をしているので、オゾンと湿式でも乾式でも反応する。
明確な反応式は不明だが、要約すると

CBrF2 CBrF2 ＋ O3 ＋ ・O
→CBrF2 CBrF2・ ＋ HBrO3 ＋O3
→CO2 ＋ HF ＋HBrO3 ＋O2
となる。

参考：東京工業大学・元准教授・工学博士　渡辺文雄

参考例：ハロン2402の分解メカニズム

防護服についた体液や汚染物質の迅速な除染は
オゾン水にて行う

オゾン水による手洗い・うがい
30秒の流水で除染

汚染源の直接除染

液相オゾン（オゾン水）の除染効果

気相よりも１０倍優れている液相（オゾン水）の
除染メカニズム
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ＢＴ-07 ＆ ＢＴ-07ＰＳＡ



液相オゾン（オゾン水）の除染効果は気相（オゾンガス）の
約１０倍の効果があり特に、パンデミック時における
隊員自身と使用機材などを迅速に除染する場合に使用する

液相オゾン（オゾン水）の除染効果
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小型オゾンガス発生器
ＢＴ-03

オゾン除染テントシステム
付属エアポンプで1分半で設営可能
オゾンガス連結エアダクト
エアポンプ送風

パンデミック時

放水車接続
アタッチメント

汚染現場に滞在した隊員の除染は液相オゾンによる
集中除染が効率化できる。

放水車 給湯器

脱衣所用
テント

化学防護服など全ての
装備品を外す

温水高濃度オゾン水による
シャワーで除染する

指定衣を着用し、退出する

水が使えない電子機器などは小型テント
ボックスによるオゾンガス除染を行う

除染シャワー
テント

着衣所用
テント

ＢＴ-07ＰＳＡ
酸素発生機

ＢＴ-07
オゾン水発生機

ＳＴＥＰ1　脱衣 ＳＴＥＰ2　除染 ＳＴＥＰ3　着衣

ＳＴＥＰ4　携行品・防止衣
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